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  開会 午後２時59分 

○兵頭委員長 

委員長が挨拶を行う。 

○兵頭委員長 

それでは早速ですが、医療提供体制確保支援事

業の進捗状況について、お諮りしたいと思います。

またそれと、視察結果及び西予市での効果等につ

いても、まず、これは報告になるので浅野部長で

すか。 

○浅野医療介護部長 

ただいま委員長から質問のありました、医療提

供体制確保支援事業業務の進捗状況について御報

告をさせていただきます。 

今、議会中でございます和気委員からの質問も

ございまして、一般質問ございましてそれと重複

する回答になろうかと思うんですけども、その点

また御了承いただきたいと思います。 

まず経緯につきましては、再三市長から行政報

告等々で、大きな流れは伝えていただいてると思

います。具体的には２月初旬に、市民病院、野村

病院院長に趣旨、方向性を説明した後に、２月

10 日に愛媛県に事業の申請を提出したというの

が、まず申請書の提出の流れになります。そのあ

とに、職員説明会等を各施設２月と４月に２回、

住民説明会を３月上旬に、旧町ごと１回と計

11 回を開催させていただいておるところでござ

います。そのあと３月 31 日に総務省から本事業

の支援対象の決定通知を受けたところでございま

す。 

その後につきましては、最近の動きとしまして

は６月１日に、地域医療振興協会との協定を結ば

さしていただいております。これは議会にも報告

させていただきますけども、四つの事業の支援内

容となっております。一つは、３施設の診療経営

改革支援の実施計画の作成、それから二つ目が、

西予市民病院及び野村病院の病院経営強化プラン

の作成、それから、西予市民病院の二次救急集約

に向けた体制構築の提案、それから四つ目が、指

定管理者制度導入を含めた３施設の安定的な経営

方法の提案及び実施に向けた提案をこれから協議

していくこととなります。協定の期間につきまし

ては、令和５年６月１日から令和７年３月 31 日

までの２年間となっております。まだ、協定を結

んだところで今、データのやりとりであったりと

か、これから作成する項目についての協議を詰め

ていくところでございますので、この内容につき

ましては、今この段階で委員の皆様に御報告は出

来ないところなんですけども、これから、それを

進めていくということで、今の段階では御説明と

させてもらったらと思います。すいませんちょっ

と非常に簡単な説明なんですけども、追ってまた

質疑を受けたいと思いますのでよろしくお願いし

ます。 

○兵頭委員長 

浅野部長の概略での説明が終わりましたが、各

委員の中でそれぞれ、いろいろ聞かれたいことも

あろうと思いますし、この四つの協定ですかね、

その中でもあろうかと思います。忌憚のない御意

見を賜りたいと思います。 

○酒井委員 

病院の問題につきましては５町が合併するとき

にも、二つは要らないんじゃないかというような

意見も出ておりましたが、なかなか難しい問題な

んで、解決せずにずっときておるように、私は認

識をいたしております。その中で、二次救急の体

制をとろうとしたのですが、なぜスムーズに二次

救急が出来なかったのか、お聞きをさしていただ

きたいと思いますが構いませんか。 

○管家市長 

私がこの二次救急に一元化いうのは市長就任後

具体的にお話を聞きましたけど就任のときはまだ

両病院で、それぞれ１日交代で、外科系、内科系

で、少ない中でも、どうにかできる状態が続いて

おりました。私も今回いろんなことを考えるとき

に過去の分を見てみると、平成 21 年に新しい市

民病院をつくるときに、その在り方どういう機能

を持ったらいいかというところには、もう既に公

表されてますけれども、市民病院への救急の一元

化と野村病院との役割分担、特に救急は市民病院

で、そして療養とか亜急性期という救急でない部

分は野村病院でという方針は出ておりまして、そ

れに基づいて、平成 22 年にそれなら病院をどこ

につくるかいう話が、検討委員会でなされて、宇

和の野球場とそれと現在のところの二つがいいん

じゃなかろうかいうような話が決まったと、案が

出たと、それを議会そして理事者の考えの中で現

在の位置になったという経過を聞いてます。それ

でここも 29 年の改革プランのときにはもうだん
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だんお医者さんの確保が難しくなっている現状が

ひしひしと出ておりますんで、だから、市民病院

への一元化ということについてずっと医療介護部

を中心に協議を重ねていきました。これは、各病

院の運営委員会とかそういうもので、話し合って

いただいておったわけですが、その中で、やはり

もう時間がないと言うこれは、特に野村病院で外

科系のことが出来ないという状況に、守田院長が

定年を迎えた２年前から、これはもういけない、

その前ぐらいからずっと、部長を中心に、もう両

病院のお医者さんが、特にドクターが中心になっ

て、どうしたらできるかいう検討はずっと重ねて

て、ただこのときに不幸なかったのは、コロナの

関係がありまして対面での開業というのが、最初

は出来よったんですけれども、途中からなかなか

対面でのことが出来なくなった、またコロナの対

応で、各病院が疲弊して、忙しくなった、そうい

うようなことでなかなかそれできんかったけれど

も、それでも粘り強く医療介護部を中心に、日本

経営というコンサルも入れながら、どうしたらで

きるんか、それで経営的に安定するにはどうした

らいいのかというような指導を受けながら、この

２年間やってまいりました。その中で一つ出たの

が市民病院に一元化するには外科的な、特に整形

へのドクターが足らんと、それで、ドクターがそ

の当時２名やったのを３名にしてくれということ

で、これが出来たらある程度目途がつくんですね

いうような話が出来てたんですが、それで今年３

名になりました。自治医科大から２名来ていただ

いたんで、今３名になってるんですが、そうする

と、そのうちに看護師さんがやめていく方が結構

おられました。それと、夜勤をする看護師さんと

いうのが、だんだん体力的にも頑張って、退職後

も頑張っていただいてる方も今もおられますけど、

そういう頑張っていただいてる方が、だんだんも

うこたわんなったりするとか、40、50 ぐらいの

人で、ある程度今まで、家庭のことやいろんなこ

とで頑張ってきてもらった方が、もうある程度目

途がついて、そして、そこまでの夜勤をせんでも

いいような経済的なこともあるんだろうと思いま

すがそういうようなこともあったりして、やめて

いく方が増えてまいりまして、それで、今年度そ

の整形が確保出来たんやけれども、二次救急の一

元化が出来なかったということがあります。その

中で、一つのネックは、確実にドクターが、私ど

も今県が支えていただいている自治医大と愛媛大

学これ県と愛媛大学が一緒になってやってもらう

地域枠との決定が、１月以降じゃなかったら決定

しません、遅いのは３月直近になります。だから

そういうジレンマはありましたけれども、今年は

そういうふうに整形、当面の目標であった整形の

確保が出来たんで途中まではある程度目途がつき

つつあるなという感触もありましたので、やれる

んじゃなかろうかなと思ったんですが、やはり、

特に、野村病院にある程度のベッドを残して、そ

して市民病院へ救急をするには、もう看護師さん

が足らんという状態でありました。検査とかそう

いう部分については、もうここ２年３年で救急を

ある程度やれるという、そういうお互いの野村病

院、市民病院の職員同士の中で話が出来てたんで

できる状態でした。ドクターと看護師さん、この

二つが 1 番、一元化になってない現状であります。 

○酒井委員 

私も市民病院の建設委員会の立地の委員長やっ

てたもんで、そこら辺の事情はよく理解してるつ

もりでございますけれども、運営委員会の中でド

クターとそれから看護師の問題が出てますが、私

は公務員の体質ってのがやっぱりその中に多少な

りともあると私は考えております。先般私も２週

間ほど愛媛大学に入院しましたけれども、やはり

そこら辺の意識は違うように感じました。その辺

りも含めて、やはり市民のため入院されてる命を

預かってる方の使命感というものが、やっぱり違

うなというような感じがいたしました。それはそ

れぞれのお医者があるんでしょうけど、もう 1 点

は、二次救急になぜこんなに１年２年遅れてきた

のかってのは私なりでは解釈しておりますけども、

あまり、運営委員会の中での発言の議事録なんか

私見ておりませんので、だから分かりませんが私

なりで想定しております。そして二次救急が出来

なかった中で、広域の中で大洲、八幡浜そして大

洲には、二次救急が３病院か４病院あると思いま

す。その辺りも含めて高速道路で走ればそんなに

遠くはないというような感じもいたしております。

三次救急の場合は宇和島行くわけで、二次救急に

しても、大洲、八幡浜行っても何ら問題ない。三

瓶のほうは二次救急が八幡浜行ってるわけで、そ

の辺りの広域の模索はしなかったのかをお尋ねし
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ます。 

○管家市長 

このことについては二次救急を西予市内で完結

したいということを私はずっと考えておりました。

そして、今、酒井委員が言われるように、大洲、

八幡浜というのも一つの選択肢があります。ただ、

この場合に、大洲、八幡浜に組するということは、

週に２回ぐらいになるかもしれません。２回から

３回ぐらいになると思いますけれども夜間の救急

というものを西予市でその区域全体の人を受け込

まないといけないということがありまして、そう

いう提案も議題に入りました。現場としては、ち

ょっとそれはこたわないというお話があって出来

なかった。それと、宇和島は、今宇和島市内、そ

れと内海、鬼北、一部は高知の二次救急も入って

きてます。以前でしたら、二次救急と三次救急を

市立病院で行われておったんですけれども、もう

それも市立病院も医師数の確保がだんだん難しく

なってきて、それも出来なくなって、曜日によっ

ては、診療科目によって、徳洲会そしてＪＣＨＯ

のところへ当番日が決まっとって、宇和島圏内も

そういう状況になってます。それと、地理的条件

を考えると、西予市は長いんで、城川、野村の人

は宇和島のほうに行きたいし、そして、反対にそ

れ以外のところは、三瓶は、今までのつながりを

受け八幡浜とか大洲行かれてもそれは思われんの

かもしれませんけども、明浜でも宇和でもどちら

かというたら宇和島へ行きたいという住民の気持

ちが強いんかなということを感じているところで

ありまして、そういうことを総合的に考えると、

南予全体の医療圏が変われば別ですよ。別ですけ

れども、役割が変われば、何十年後にかは変わる

んであろうと思いますけど、今現在では、やはり

市内で完結しないと、大洲、八幡浜圏そして宇和

島圏への中に入ることが、困難ではなかろうかな

と私自身は考えておりまして、市内での二次救急

というものは、これは市民の願いでもあろうし、

そして市民の安心安定のためにこれを確保したい

という考えで、市民病院への救急の一元化という

ものを考えているとこであります。 

○酒井委員 

その中で、思いますのがいろんなものがあると

思いますけれども、私なんか人口減、何で公設民

営にするかということを考えたら、社会情勢が変

わった構造的に変わってると交通の便もよくなる。

そして、救急の整備も城川と明浜には出来たと、

そういうものが環境整備が出来た中で、そして人

口は、野村地区、城川地区の人口が非常に減って

る。やはり卯之町も減ってますけれども、西予市

全体では減ってるわけですけども、この構造問題

の中で、公設民営をする前に、野村病院を診療所

扱いにして病院をやれば、それは、公設民営にし

なくても何らやれるんじゃなかろうかという私な

りの考え方をしたことがあるんですが、それにつ

いてはどう思いますか。看護師、ドクターの問題

もそうすれば、もちろん異動しなきゃ駄目ですけ

ども、そしてまた、野村地区、城川地区の人たち

には、総合病院がなくなると非常に不便だと思い

ます。それは、そしてその中で、財政だとかいろ

んなものが絡んできて思いますので、野村病院を

診療所化すれば、何だ、出来たんじゃなかろうか

と思いますけどそれはもちろん地区の問題が出て

きますし、地区の人たちができてきますんで、市

長にしても理事者にしても、議員にしても、選挙

を抱えてますんで、その辺りの問題もあるのかな

と推察しながら思ったんですが、その点はいかが

でしょう。 

○管家市長 

この件については、実は、今いろんな検討、副

市長のもとで、病院の在り方を検討していただく

中にも、そういうような意見もありました。今、

酒井委員が言われるように、市民病院を病院とし

て残して、余った数をもう市民病院へ全部、今は

150 ちょっとあるんですけれども、150 から、将

来的にはもっと増やしても構わんけんとにかく１

カ所にして、それで、野村は診療所として外来を

受け入れるようにしたらどうかなという話が出て

いるのも事実です。私もそれを全然考えなかった

かいうたら、考える部分もありましたけれども、

私はまだ今の現状では、野村、城川にやはり 1 万

人ぐらいの人がおられるし、また、広大な広さの

地域、そして、機能分担として、救急で市民病院

なりにとか、また市外の病院に行かれた方が、地

元へ帰ってきたりするためには、やはり野村の病

院で、ある程度のベッド数は構えるべきだという

のが私の考えであります。そして、今城川が

50％を超える高齢化率で、今 55 やったですかね。

大変な高齢化率これは、将来西予市がもう進む道
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だと思うんですが、その場合に、独居の方とか高

齢者夫婦の中で、やはり医療的治療を受けながら、

老人施設で過ごすという場所、どうしても今の特

別養護老人ホームとか、そういうところではなか

なか、医療的治療が必要な方、また、若干の医療

的な治療を受けたら、また、在宅に戻れる人も結

構おられる現状がございますんで、そういうため

には、野村病院そしてつくし苑という同一敷地内

にあって、また、つながれておって行き来ができ

る、そういうものをフル活用にすることによって、

地域の医療福祉というものは守られるというよう

な考えを私は持っておりましたので、この市民病

院と合わせて３つを一元的に指定管理の方法がと

れないか。ただこれは、私はそう思うとるけど向

こうが、経営分析して、これはもう無理ですよっ

て言われる可能性もゼロではないあります。それ

やし、向こうからの条件がいろんな条件が来て、

私たちが今考えているようなものに到達しないと

いうことになったら、それは、指定管理というも

のは出来ないと思いますんでまだ今入り口に入っ

たとこですから、そこは見守っていただいたらと

思ってるとこです。 

○酒井委員 

最後の質問にしますが、総合病院で入院施設持

った病院は、非常に苦しいんですよね。だから入

院施設持ってた病院もほとんど入院施設はもうや

めております。野村の宇都宮病院も入院施設もっ

て、医者がまた余分に要る、看護師も余分に要る

わけで、そういうことを、自治体病院が、それを

請け負ってるわけですよ。そこら辺もやはり考え

られますけども、市長がさっき言ったような形の

野村の老人とか、高齢化率とか言いましたら、内

科だけ置いとけば何だできると、それは整形だと

か、そんな病院の足らない、非常に足らない医者

がどっかに集中しないとこれから 2060 年までに

人口が、県の予想の減る場合で、いつかはやらな

きゃ駄目、いつかは反対があっても、市民の了解

が非常に進む大変な理解を求めなきゃ駄目だけど

も、結局はどっかではやらなきゃそれの英断を今

回したんだろうと思いますけれども、市民にとっ

ては非常に話題性がありますので、しっかり市民

を巻き込んで、この問題を解決していただきたい

なと思います。 

○中村一委員 

何点かお尋ねしたいことがあります。順番にい

きたいと思います。まず住民説明会の中で医療従

事者あるいは市民の方からの声で、今まで行政は

何の努力もせずに唐突に医療公設民営化の話持ち

出したがひどいじゃないかという抗議の声が、た

しか宇和でも野村でも同じような声があったと思

います。一方で病院改革プランは平成 29 年から

立ち上がっていて、もう既に６年経過している。

年々に努力はしていたんだろうと思うんだけれど

も、それがなぜ医療従事者の方々に伝わらなかっ

たのだろうという非常に素朴な疑問があります。 

○管家市長 

病院には、先ほどもちょっと言ったんですが、

運営委員会とかやはりそういうものがありまして、

それと、両病院のドクターとか、看護師の幹部と

か、職員とで二次救急のことについての話もあり、

また経営状況のことについても、話がされておっ

たというふうに聞いておりますし、そういう話も

私も聞いたことがあります。ただ、そこから下へ

降りていなかった部分いうのは巻き込んで、そう

いう問題点を投げかけながら、考えていただくと

いうことについて、不十分な点があったかもしれ

ないと、それは思いますけれども、その動きその

ものはお分かりになられとったと思うし、そして、

各看護師さんとか職種の方との話合いも、医療介

護部を中心に、何回も行っておったのは、これは

間違いない。そこの中で、大変な経営状況になっ

ているということは、肌で感じていただいている

と思います。ただ、その感覚が、野村病院と市民

病院とで若干の差があったのかもしれません。そ

ういうところはあります。ただ、全然、改革に手

を突っ込んでなかったということではないと思い

ます。ただ、何度も言いますけれども、例えばそ

れをこういう紙に、１枚に出して今こういう状況

でこういう話合いをしましたとかいうよう組合な

んかで街宣いうのがあるじゃないですか、そうい

うところまでやったかいうたら、それはやってな

かったと思います。 

○兵頭委員長 

 暫時休憩を告げる。（休憩 午後３時 31 分） 

○兵頭委員長 

再開を告げる。  （再開 午後３時 40 分） 

○中村一委員 

財政結構負担が重い、それは 3 万 6000 人のま



 

- 7 - 

 

ちに２つの公立病院があるからだということが１

番ネックなんだろうとは思うんだけれども、今回

の管家市長の御判断とか英断といいますか、３施

設を残して、何とかしたいということでございま

すから、今後の財政について、一般会計からの繰

り出しを、ここまでに抑えて、何とかするために

はみたいなことを、行政としては判断されてると

思うんですけど、そういう財政のスリム化ってい

うことについては、どこまでやれてどこからは無

理じゃみたいな何かこうラインってあるんですか

ね。 

○山住総務部長 

この財政いわゆる市からの繰出金の関係はこれ

までも何回か御説明させていただいておるところ

で、平成 29 年、30 年その辺り令和２年までのこ

とでいきますと純粋な一般財源としての繰出金は、

総額でいきますと約８億円から 10 億円、９億円

超えるぐらいあったわけなんですけどそのうちの

約 1 億 5000万円から 2000 万円程度で推移はして

おりました。ただ、ここ最近、令和３年４年にな

ってくるとその辺りが非常に今度厳しくなってま

いりまして、従来から申し上げてるように約

10 億円の繰出金、そのうちの一般財源が３億円

から、令和４年度実績ではまだ見込みですけども

約３億 6000 万円は交付税措置がない一般財源で

やっていかないといけないという状況になってま

す。この推移については今後コロナの明けた状況

での経営状況がどういうふうになってくるかにも

よるかと思いますけれども、見通しとしては、人

口減少でありますとかそういうことを踏まえれば、

経営状況はなかなか好転することが難しいのでは

ないかというふうに予測されるところです。市と

しては市長も従来から申し上げてますけども、約

３億円以内には抑えていきたいと、一般財源とし

てはそのぐらいで抑えれるようなことであれば、

ある程度安定的にやっていけるんじゃなかろうか、

市の財政のほうも何とかそれを回していけるんじ

ゃなかろうかというふうには考えております。 

○山本委員 

３億円までに抑えられたら何とかということで

すけど、今の状況を３つの公立の施設を残して今

の状況と言ったら語弊がありますけど、やってい

こうとしたときに、もう明らかにそれは無理とい

う状況に陥るんですよね。 

○山住総務部長 

先ほども申し上げましたけれども、それぞれの

病院のほう今回のこの問題を契機に、内部でもい

ろいろ改革の取組をされているようでして、経営

の仕方といいますか、そういうところ、いろいろ

取り組まれて改善はされているかと思います。た

だし、先ほど申し上げましたが人口減少、どうし

ても患者数が減ってくるといった中では、見通し

の中でどうしても、経営的には厳しくなってくる

のはまず間違いないと。このままの３施設が同じ

状態で続いていくと、当然現在の繰出金を維持し、

以上になる可能性もあると。もう抜本的な経営改

革なり内部、いろんな方法あるかと思いますけど

も、その中でも、そういった経営改革に取り組ま

なければ、この先経営は非常に厳しくなってくる

見通しというのはまず間違いないかと思います。

具体的な金額がどこまでちょっと示せる状態では

ないんで御容赦いただいたらと思います。 

○井関委員 

今回、指定管理者制度という方向性を示されて

おるわけなんですけども、プランを見せていただ

きますと、経営形態の見直しという中で一部、地

方公営企業法の一部適用、全部適用、独立法人そ

れから指定管理者とあるんですがこの中で指定管

理者を選ばれたっていう理由は、どうなんでしょ

うか。 

○山住総務部長 

先ほど井関委員が言われたようにいわゆる経営

改善の方法手法としては純粋な民営化、民間移譲

というのはまた別ですけども、現在の一部適用、

公益法の一部適用という形と、全部適用という方

法、そして独立行政法人への移行、そして指定管

理者という大きく４つの方法があろうかと思いま

す。それぞれの取組の中で今回指定管理者制度を

選択、その検討としてですけども、しているのは、

１つには、今回の指定管理者の相手方になる地域

医療振興協会の組織力、そして、経営の安定的な

能力そういったところを踏まえて、指定管理者に

移行した場合においても、この３施設を安定的な

経営ができるだろう、そういう組織であるという

ことを前提に、指定管理者であれば民間事業者そ

れまで協会がノウハウとして持ってきた、そうい

った経営能力、そして何かあったときの医師、看

護師等のそういったスタッフの一時的になろうか
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と思いますけども配置をするそういった柔軟性、

対応性、そういったところも踏まえますと、今回

指定管理者制度に移行することが、今の現状の市

の体制からすると、移行がしやすいのかな新たに

独立行政法人とかをするのは、なかなかハードル

が高いということもありまして指定管理者制度が

１番スムーズにいくのではないかということで今

検討はしてるとこです。ちょっと職員の関係とか

はまた別の話でありますけども。 

○井関委員 

ここに書かれているのを見ますと全職員が退職

となるので多額の退職金が要るということが書い

てあるんですけども、ここら辺の対応というのは

どういうふうに考えられるんですか。 

○山住総務部長 

そこに確かに支出として、給付としては、一時

的にかなりの退職金が出るかと思います。ただし

この退職金自体は、愛媛総合事務組合の委任事務

として、そちらの組合でやっていただきますので、

市から直接、退職金恐らく何 10 億円になる可能

性あるんですけども、それが市から出さないとい

けないというものではありません。組合でそれを

出していただきます。ただし、後年度においては、

市に今回、組合が何 10 億円出してもらったうち

の返済といいますか、うちが積み立てるというか、

負担をする額との差が出ますので、その差額分を

解消するために、その負担金に加算されて、毎年

度少しずつ組合に納めていくという形をとること

になろうかと思います。ここは具体的にシミュレ

ーションは今後していくことになっていくかと考

えております。 

○酒井委員 

今の加算分ですが、結局今積立てする準備をし

ているというようなことの了解でいいんですか。

それとも、改めてその時点で、加算分の議会計上、

予算計上なんかされる予定ですか。どちらかちょ

っとお聞きしときます。 

○山住総務部長 

退職手当の負担金ですけどもこれは 1000 分の

170 だったかと思いますけどもそれを組合に、毎

年度納めてます。今回、通常その分だけなんです

けども、今回一時的に退職金、組合が出していた

お金と毎年度出していくお金とのバランスが当然、

収支の差になりますので、その差額分については、

170 と別に特別負担金から、まずちょっとそうい

う名称であったかと思うんですけども、そういう

形で市が通常の 1000 分の 170 加えて、一定期間、

余分に組合に納めるということになります。ただ

し、あくまでも退職金ですので、いずれは支払わ

ないといけないものであるということを御理解い

ただきたいと思います。 

○酒井委員 

ちょっと具体的に聞きますが、結局それは、議

会のほうへ予算計上はされなくて組合から直接行

くようになりますから、議会計上する分とか、そ

ういうものはないんですかということも聞いてお

きます。 

○山住総務部長 

当然先ほどの特別負担金については、予算計上

をして、組合のほうに納めるということで説明さ

せていただくことになろうかと思います。 

○管家市長 

西予市始まったときに、早期退職制度があった

でしょう。あのときも、今言うたようなことで、

いっぺんに払うと大変なんで組合も考えていただ

いて、二、三年前にそれが終わったぐらいです。

それから、組合も無理に行かない程度で、年数を

かけて、そういう加算を払っていかんといけんと

いうことになると思います。 

○酒井委員 

私もその中のあれの理事をやってたもんですか

ら、その辺りが非常に出ているんですよ、各自治

体が、そこら辺があったんで、その差額ってのは、

西予市の差額と少ない自治体もあれば多い自治体

もあるんですよ、ですから、できれば今もう和気

委員が非常にしつこいほど聞いておりますやつに

ついては、もう応分のものをひとつお願いしたい

と思います。 

○加藤副委員長 

６月２日に振興協会と協定を結んで、四つの事

業の支援について調査研究されていくんだと思う

んですけれども、そのあと、指定管理者制度を導

入するかどうかを判断するという流れだと思うん

ですけれども、結局、最終的にどういう形であれ

ば、余りにもかけ離れている条件であればその指

定管理者制度は導入しないっていうことに判断さ

れるのかとか、その辺ちょっと教えてください。 

○管家市長 
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例えば、指定管理料が 10 億円も 20 億円もいう

ようなことになったらそれは無理やと思います。

一つのバロメーターが、やはり、先ほど来の３億

円って言ってますんで、３億円をそう大幅に上回

るようなことになると指定管理料の点で、検討せ

んといけんところはあると思います。それとあと

は、今副市長のところが中心になって病院の職員

全員に声かけて、今いろんな意見を聞かせてくだ

さいと、もし、指定管理がいけんのであれば、指

定管理にかわる案を考えましょうやいうて、今１

月に２回のペースで、今やってもらってます。５

月の終わりから今月にかけて今３回終わったんで

すかね。２回かな。29 で３回なるんかな。そう

いうふうにやっておりますんでその中で、いやも

う公立で、こういうふうにやれるんだというよう

な案が出れば、それは検討する価値があると思い

ます。ただ、その中でやはり大切なのはまだ、１

つは財政的なことも言いましたけれども、だけど、

今回これだけ思い詰めてやるいうのは、医師とか

スタッフの確保がもう年々これ難しくなっている

ということがあります。背景の中には、昔やった

ら、大学病院の教授があんたあそこ行きゆうたら

行かしてもらいよった分が、もうある程度、自分

の考えの中で、都会のほうへ行って勉強して、そ

れで学校に残らんで済むようなシステムになって

いることと、それと、例えば内科でも、昔だった

ら内科でよかったんやけども、いろんな科目があ

るじゃないですか、３診ないし４診とか余りにも

専門化し過ぎとるとこがあってお医者さんを養成

しても、一つ一つのところへ人数が増えんような

状態になっているとこもあります。そういうこと、

それと看護師さんにおいても、１つには働きがい

というか、やはり自分らがその市民に頼りされて、

そして、自分らもお医者さんとチームで働けると

いうような、そういうこと、それとまた自分自身

のスキルというものを伸ばそうと思ったら伸ばせ

れるというような、そういう環境が今ちょっと薄

れているというのは現実的です。公立病院どこも

うちもそれは顕著に現れているけど、どこの公立

病院もそこら辺が弱いんだなあと思ってます。そ

ういうところを考えてもらわんといけんし、そし

て、あとは、何べんも言いますけれども、機能分

担をせんと、２つの病院を残すんであれば、それ

ぞれの病院施設はこういうことに市民のためにや

る病院なんだという目的を明確にして、そしてそ

れが１年２年、今こういう気持ちになったけんっ

て、１年２年で終わったら困るんで、２年３年、

そういうて習慣づけていって５年 10 年というふ

うに、いくようなそういうことを考えることをし

ないと、本当にもう最終的には病院、例えば野村

病院を診療所で置いとって、診療所にもお医者さ

ん来んのでいけんのです。だけど、あそこに開業

医の先生が３人おられますけれども、後継者のお

られる方２人ですよ。１人は後継者おられません

よ。野村、城川です。ただそれだけなんで、あそ

この野村病院が診療所もできんようになったら、

本当、野村、城川の人は、安心してあそこに住め

んですよ。そういうようなこともあるんで、私は、

ベッド数をある程度減らしても、ある程度の病院

としての機能が残るようなことを進めていって、

これは何十年後には分かりませんよもう本当にそ

こに人口が、おれんようになったったら、もう今

以上に、あそこの地区で 1,000 人おれるかどうか

いうような時期になったら、病院として残るかど

うかはそれは分かりませんけれども、だけど、そ

れまでは、病院として機能できる、やはり１つは、

5,000、6,000 という人口がおられる間はそうい

うのはやらんといけんと。そのために、私は、今、

改革をせんといけんなというふうに思ってるとこ

です。 

○中村一委員 

野村病院何年たっとるんかなと耐用年数でいう

と何年ですかね。 

○酒井委員 

私が議員になってからですから東宇和のときに

私が議員になってから建てとるんですから、大体

30 年ぐらいじゃないすか。 

そして、この時間もないようでございますので、

市長、しっかりと、いろいろありますけども、市

長の考えをしっかりと住民とキャッチボールして、

言いたいことはしっかり聞いてしてもらわないと、

これはいけません。もっともっと住民の方が参加

し合うようなものの考え方で、この回も５町で意

見交換会をやるというような腹積もりで委員長が

ございますんで、我々も一緒に頑張ってやります

が、使命感に燃えて、看護師さんも、病院も、そ

して職員も、我々も使命感に燃えてスキルアップ

して頑張りましょうぐらいで、私は言います。 
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○兵頭委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後４時３分） 

○兵頭委員長 

再開を告げる。  （再開 午後４時 21 分） 

○井関委員 

タラ話になってしまうんですけども指定管理者

制度になった場合に、西予市としてどの程度の意

見が述べられる状態になるんですか。 

○山住総務部長 

確認するんですが意見を言うというのは経営に

踏み込めるかという意味合いですか。 

今のところの考え方として指定管理者制度につ

いてはモニタリングという形で第三者機関、現在

も導入してますけども、例えば税理士の方である

とか会計士の方とかいう方が、施設の経営状況を

見て、必要な指導をしていただくということは既

に前年度から導入しておりまして、この病院につ

きましても先般の一般質問でもお答えしましたけ

れども、それに同等の機能を持った組織を持って

病院の経営等については審査を行うということに

なります。ただし、あくまでも指定管理者という

ことで、一定の経営については任せるということ

が原則になろうかと思います。よほどのことがな

ければ、要するに協定の内容と違うことをするよ

とかいうことになれば当然、市から指導をするこ

とになろうかと思いますけども、その範囲内にな

ることであれば、それは民間の医療法人の考え方

でやっていくべきではなかろうかなと余り不要に

立ち入るべきではないんじゃないかなと思ってお

ります。 

○井関委員 

その協定というのがものすごく大事になってく

るんじゃないかなと思いますので、そこをある程

度、ここだけを守ってほしいということを確実に

入れていっておかないけんということでよろしい

んですね。 

○山住総務部長 

井関委員おっしゃるとおりで、その協定の内容、

本協定と恐らく個別の細かいところの協定も交わ

すことになろうかと思います。その中でどれだけ

市が求めるものが実現できるのか、いうことを言

わないけないですし、また、協会のほうがどこま

でそれをやれるのか、出来ないことを向こうもや

りますと言われても困りますので、その辺りはお

互い十分な協議をした上で協定の内容については、

つくっていく必要があろうかと思います。 

○山本委員 

このような会をつくっていただいて私らも若干

少しずつ知識も納得の度合いも高まるのかなとい

うふうに思うんですが、市民の人が、今日城川町

土居の健康診断でして、結構お年寄りの方たくさ

ん来られとったんですけど、その中で、３人の人

が声かけて来ていただいて「病院のうなるか思っ

たらそうでもないらしいの」いうて言われてたの

が１人、「病院代が高くなるいううわさで名前書

いてくれ言われ名前書いてるけど、高うなったり

せんのとのう」言う人が１人、そういうふうなこ

とを言うてきていただいたので、ちょっと誤解、

最初の市民説明会の中で誤解されとった方もおら

れたんですけど、こういうような会を進め、対応

を重ねていただいて広めていただくにつれて、市

民の方々にも、誤解あったんだなというところが

浸透していってる部分があるのかなと実感をしま

した。個人的にも市民病院にも２回入院させても

らいましたし、野村病院にも父親、母親入院何度

もしましたし、最後は父親もつくし苑で看取って

いただきましたので、この３つの施設を残してい

くために、何とかするんだと市長が言っていただ

きますので非常にありがたいなと思っておるとこ

ろですので、もっともっと市民の方々にもこうい

うような機会を、もっともっと広げていただいて、

啓発していただいたらありがたいかなというよう

にこの会議に出るたびに思います。 

○山住総務部長 

確かに当初のときに市民の方々が、急な説明で

あったので驚かれて、どうしても十分意を尽くせ

ることが出来なかったのかなという反省は当然し

とるんですけども、機会あるごとに行政報告であ

りますとかいうところで広報とか載せますけど、

そういうとこで御覧をいただいて少しずつ理解は

していただけてるかなというふうには認識してお

ります。さらに今後も、医療対策室のほうで中心

となってそういった取組であるとか、いろんな情

報について発信をしていこうということで、また

体制のほうも整えながら、取り組んでいきたいと

思いますので、またそういったところがあるよと

いうことはまだ議員からも、地域の方々にもお知

らせをしていただいて、さらにこの問題について
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皆さんと一緒に考えていける、そういうふうな形

をとってまいりたいと思いますのでよろしくお願

いいたします。 

○加藤副委員長 

市民の方に理解していただいているというのは

大変いいことだと思うんですけれども、実際には、

医療従事者の方とお医者さんがいらっしゃいます

よね。その方がやっぱり、労働条件とかが納得い

かなければやめられるんじゃないかというところ

も、今後話合いによっては起こるんじゃないかと

思うんですけれども、いつの段階で大体労働条件

ですよね、医療従事者とかそういう方の、大体概

略は分かってくるんでしょうか。 

○酒井副市長 

それを急ぐために職員の方に、個人情報になる

んですけど、35 歳の人が給料何ぼになってます

っていうのを出してくださいと言っておるんです

けど、それが出てこないので計算のしようがござ

いません。辛抱強く早く条件を出したいので、

我々の言うような個人情報になるけど、出してく

ださいというのを辛抱強く言っていこうかなと思

っております。 

○山住総務部長 

今ほどの点ちょっと補足させていただきますけ

ども、振興協会でも当然その給与費、人件費がど

れだけかかるかいうのは積算試算する必要があり

ます。そのためには、今の組織上の体制の中で、

一人一人が大体どれぐらいの給料持って前歴とか

も含めてですけども、そういった情報があってそ

の方々がどういった給料を持って、今後どういう

ふうに上がっていくかいうことを積算試算してい

く必要があります。そのためには、一人一人のデ

ータは当然名前を消す、公表するわけではないん

ですけどもその一人一人のデータを集めて、全部

積み上げて、現在つくし苑も含めて約 280 名ぐら

いの職員がいてさらに、会計年度を含めると恐ら

く 400 超えるぐらいの規模になるんじゃないかと

思うんですけども、ちょっと会計年度の方々別に

なるとしても、一般職の方については、そういっ

た個人個人の給与のデータ等を協会に提供して協

会が試算をしていただかないと正確な数字が出な

い、個人個人の給与が次どうなりますよという説

明が出来ないですんで、そのことについて協力を

お願いしますということで、これは４月に入って

各職員の方にもお願いをしたところです。が、な

かなか協力をいただけてないというのが現状でし

て、そうなるとそういうお示しをする機会がどん

どんどんどん先になってしまう。こちらとしても、

ちょっとジレンマとして抱えているところです。

できるだけ協力いただくように今後も、粘り強く。 

○浅野医療介護部長 

私から現在の実際のどれぐらいの比率で給料提

示の同意書をいただいているかいうことを説明さ

せてもらったらと思うんですけども、１番つくし

苑が 60％、それから、市民病院と野村病院がお

おむね 30％という具合です。だからちょっとや

はり、公立病院のほうが、出していただいてない

ということで、引き続き理解が得られるように説

明をしていきたいと思います。 

○和気委員 

協会は 80 何施設あって、それぞれの施設なり

病院ごとに、給料体系が違うんじゃろうかね。全

部一括してやってると向こうのことだけは知らん

と言うたらそうじゃけど、そこら辺がちょっと僕

不思議なんやけどな。給料表はもちろん使っとる

と思うんやけど、どこの給料を使ったのか分かっ

てる範囲で教えてもらえれば。 

○山住総務部長 

給料表は、国立病院機構ですかね、国の独立行

政法人ですけどそちらのほうの準じたものを使っ

ているということは聞いております。基本として

は、ただ、病院によってそこの運用については若

干異なっているようです。級の上がり方であると

か各種手当については、若干施設ごとによっても、

もちろんその地域のバランスもあるんでしょうけ

ども、ですので、必ずしも全部が同じというわけ

ではないということで今回も、市民病院、野村病

院、つくし苑の、今の給与の体系に応じた形で試

算をしていくと。そのためには、それぞれの情報

が必要ということになります。 

○和気委員 

給料表いっても、どのように、昇給とか昇格と

いろんなことがあると思うようなそこら辺の細か

いとこはなかなか難しいと思うんじゃけども、は

っきりと知らして、示す必要があると思うのでひ

とつ、こがいなこと言ったら決まったことを前提

に何で僕も言いたくないんじゃけど、そこら辺し

っかり説明をする必要があると思います。 
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○浅野医療介護部長 

そのためには職員の皆さんにも同意書を出して

もいただくように、協力をお願いしているところ

です。それがやっぱり出してもらわないと全体の

形態がつかめませんので、協会もそれを提示出来

ないという理解だと思います。 

○和気委員 

退職の意思を示しとる人はある程度あるわけ。

もうこれ本人のあれじゃけんね。そこらへんの実

態はどうなのか知っとる範囲分かっておれば。 

○兵頭委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後４時 33 分） 

○兵頭委員長 

再開を告げる。  （再開 午後４時 34 分） 

○麓市民病院事務長 

退職の意思を示している、正式に事務長の耳に

入っているという職員は、今回の件が起因するも

のについては、ゼロでございます。 

○垣内野村病院事務長 

野村病院も、私のほうに退職届を持ってきてい

る職員とか、看護部長に、指定管理が原因で退職

をって言った、申出ているものについては、今の

ところはおりません。 

○亀岡つくし苑事務長 

つくし苑につきましても、この事業を契機にと

いうことで退職意向については、私のほうでは聞

いておりません。 

○兵頭委員長 

その他いかがでしょう。 

○中村一委員 

今回の特別委員会の１番最初の意見交換を行政

に求めるということについては、少し私のほうか

らも意見そういう意見をさせていただきました。

なぜかというとこういう最初に行政の意見を聞い

た後に医療従事者の方と会う、そのあとに市民の

方と会う。それはやっぱり聞いたことを、事実と

して受け止めて次に生かしたいと思うそういう思

いがあったからです。市民の意見は住民説明会で

十分聞いていましたので、このたびは行政の意見、

もう腹割ったところまで暫時休憩とってでもお聞

きしてということもありましたので今日は非常に

聞けてよかったと思いましてありがとうございま

した。 

○兵頭委員長 

それでは（2）のその他に入りますが、その他

何かありましたら。 

（発言する者なし） 

○兵頭委員長 

ないようでしたら、時間もかなりオーバーして

おりますので、以上で、会議を閉じたいと思いま

す。 

 

散会 午後４時 36 分 
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